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分節音とアクセント　（3）

　　岡山方言の分析から

角 道　正　佳

　　Segment　a蓋｝d　Accent　（3）

Analysis　of　Okayama　Dlalect

Masayoshi　KAKUDO

　　　Th三s　paper　treats　the　accentual　alternations　of　the　verbs　of　Okayama　Dlalect．

　　　のThe　accent　of　verb　stems　can　be　easily　explained　when　the　accent　of　verb

stem　十　ta　玉s　regar己ed　basic　and　the　accent　of　verb　stem　十　ru　derived．

　　　薩）The　accent　of　verb　ste斑s　are　applied　cyclically　but　＝　boundary　blocks

cycl是C三ty．

a）

b
）

c）

d
）

e＞

　　　ill）C・nsiderations

aspect　shows

SOmetimeS　haVe　tWO　aCCent　CenterS　aS

accen亀　center　can

cent　but　｛：十attractionll　feature，

ta’e／ooru　（is　eating），　the　accent　of　！

second　accent　when　the　morpheme　has　E－

　　　iv）The　underiying

i。e．　lt　should

When　Vstl　has　accent　Vst1＆Aξhas　accent　too，

When　Vstl　doesn’t　have　accent，　Vst1＆Af　doesn’t　have　acce蹴，

elther．

When　Vstl　has　acce訟いhe　accent　of　Vstl　will　be　the　accent　of

Vst　1＝Vst2．

When　Vstl　doesn’t　have　acce撹，　accent　center　is　asslgned　after

Vstl　in出e　sequence・of　Vst1　＝＝　Vst2．

The　position　of　accent　will　be　assigned　by　general　rule，1．e．

　　　　　　φ　　→　　　，　　　1　　v　　　　（c）N＞⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ＋aコ　Vst

　　　　　　　of　accentual　alternation　of　the　morpheme　of　progressive

that　lts　underlying　from　should　be！o’r1，　i．e．　the　negative　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　tゴ桑ノoora’N（ls　not　eating），　anCl　the　secon（蓋

　　　be　naturaEly　explained　by　attraction，　since　1N！doesn’t　have　ac－

　　　　　　　　　　　　　　　e。9。tabe’N（wlll　not　eat）1ta’beN／．1n　the　case　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o’r／　dissapears　by　the　general　rule　to　erase　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　predonimatin9コfeature。

　　　　　　　　fr◎m◎f　the　morpheme　of　perfect　aspect　sh・uld　be！t・∀，

　　nOt　be／te＝：・r／becaiSSe　te・reducti・n　ls　n・t　a　natural　rule．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分節音とアクセント　（3）

It　should　not　be！t　＝or／either，　because　another　pτoblem　arlses　as　to　bow　to　block

・ngrammatlcal　fr・m　as彦∫…r（・・t∫・r）．

　　　V）Various　morphemes　can　be　added　to　verb　stem，　their　types　of　accent　can

be　summerlzed　as　follows。

［十predominatingl ［－predor捻inating］

［＋attraction】 ［－attraction］

［＋accented】 jo’o（voli匙三〇れaり

na’ （nagative）

’ro　（imperative）

e’e（圭mpera娠ve）

o’r（progressive）

切a，a　（conditio難a至）

［－accen之ed］ mas（polite） ta（past）

te

ru　　　（present）

i　　　　（prese鷺t）

N　　　（negative）

　　　　2．3．6　アクセント

　　　　　2．3．6．1動詞語幹のアクセント

　動詞語幹にはsase，　rareなどのような単独では用いられない形態素（以下Af）以外に，　das．

had3imeなどのように，単独で用いられる形態素（以下Vst）が付加されて，金体で動詞語幹を
　　　　　　　1）

形成する。これらが付加された場合のアクセントは次のようになっている。例として〈食べる〉と

く開ける〉を採り上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語　幹　　　ruの前　　　　　taの前

　　　　　　　　　　　Vstl　　　　　　tabe　　　　　　tabe’＆ru　　　　　ta’be＆ta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］

　　　　　　　　　　　VsU＆Af　　tabe＆sase　　tabe＆sase’＆ru　tabe＆sa’se＆ta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］

　　　　　　　　　　　Vstl　・　Vst2　　tabe＝das　　’ta’be・＝das＆u　　　ta’be＝das＆i＆ta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］

　　　　　　　　　　　Vst1　　　　　？ake　　　　　？ake＆ru　　　　　？ake＆ta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［一　a］

　　　　　　　　　　　Vst1＆Af　　？ake＆sase　　2ake＆sase＆ru　？ake＆sase＆ta
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［一　a］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fa｝
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学報第68号

Vst1　・　Vst2　　？ake　・das　　？ake’　・　das＆u

　　　　　　　卜a］

Vst：動詞語幹　Af；接辞　［十a］二［十アクセント核］

＆：形態素境雰＝二VstどVstの問にある境界

2ake，＝＝daS＆i＆ta

｛－a］：レアクセント核｝

　taの前に現れる形には，次のような特徴があることがわかる。語幹または語幹の一部がアクセ

ント核を持つか持たないかということに注目すると，次のように藩い表すことができる。

　　（a）　Vstlにアクセント核があれば，　Vstl＆Af全体はアクセント核をもつ。

　　（b）　Vst1にアクセント核がなければ，　Vstl＆Af全体はアクセント核を持たない。

　　（c）　Vstlにアクセント核があれば，　Vstl　＝＝　Vst2はVstlのアクセント核が全体のアクセント

　　　　核になる。

　　（d）　Vst1にアクセント核がなければ，　Vst1＝・Vst2はVst1の直後にアクセント核を持つ。

アクセント核がある場合は，次のように欝い表すことができる。

　　（e）　Vstにアクセント核があると，母音語幹では語幹宋から数えて二つめのモーラの薩後に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　アクセント核があり，子音語幹では最後の母音の蔭後にアクセント核がある。

～方，　ruの前では，

　　（f）　（a～e）によって決まったアクセント核の位置が，yuから数えて2モーラ前にあれ

　　　　ば，ruの薩前に移される。ただし，アクセント核とruの聞には＝：があってはならな

　　　　い。

以上の表現を規則の形に書いてみると次のようになる。

　　　　　　（a，b）からは、

　　　　　　　　（2－41）Vst→｛αa］／｛［X】　　［Y〕　］　　　（特徴付与）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［αa］Vst　　Af＿

　　　　　　（d）からは、

　　　　　　　　（2－42）φ　→’／　　　　　L［X］　】　　（アクセント核付与）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［－a］　Vst　　Vst　Vst

　　　　　　（a）（c）（e）からは、

　　　　　　　　（2・43）φ　→’／V　　（C）（V）1　（［X］　）　（アクセント核付与）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［－i－　a］　Vst　　Vst

　　　　　　（f）からは，

　　　　　　　　（2－44）M’M＆ru　一・　MM’＆ru　　　　　　　　（アクセント核牽引）

　　　　　　　　　　　　ただし、’M＆は”を含まない。
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分節音とアケセント　（：1｝

　2．2．5で示したアクセント核牽引（2－27）は形容詞の終止形及び連体形に適用されるものであ

ったが，（2－44）は動詞の終止形及び連体形に適用されるものであるから，次のようにまとめられ

る。

　　　（・－45）MM－MM’1＿＆灘　（ア・セン・欄D

ただし，’M＆は＝を含まない。

次に派生例を示してみよう。

／tabe＆ru／

［＋a］

ta，be＆ru

tabe，＆ru

／tabe＆sase＆ru／
［＋a］

tabe＆sase＆ru
　　　［＋a】

tabe＆sa，se＆ru

tabe＆sase，＆ru

／tabe＝das＆ru／
［＋a］

ta，be　＝das＆ru

ta’be＝＝das＆i＆ta

ta’bew　da　S＆i＆ta

（2－41）特徴付与

（2－42）アクセント核付与

（2－43）アクセント核付与

（245）アクセント核牽引

（2－37）i挿入

（2－40）　菰］蓋イヒ

tabe’ru

／？ake＆ru／
［－a］

tabesase’ru

／2ake＆sase＆ru／
［－a］

？ake＆sase＆ru
　　　［－a］

ta，bedalita

／2ake＝（ias＆ru／
［－a］

？ake’＝、das＆ru

？ake’＝das＆宝＆ta

2ake’嵩da∫＆i＆ta

（2－41）特徴付与

（2－42）アクセント核付与

（2－43）アクセント核付与

（2・45）アクセント核牽引

（2－37）i挿入

（2－40＞　口蓋｛ヒ

？akeru ？akesaseru ？ake，daSita

〈やりだす〉／　jarユdas＆ru／→jarl’dasuの派生については，（2－32）の1挿入がアクセントに関

　　　　　　　［－aI

する規則に先行すると考えれば問題はない。すなわち公節音に関する規則のなかにはアクセント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
に関する規則に先行するものがあることになる。

　次に動詞語幹に二つ以上の形態素が付いている場合についてみていこう。
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学報第68｝｝

Vst＆Af＆Af

Vst＝Vst＆Af

Vst＆Af＝Vst

Vst＆Af＆Af

Vstx・Vst＆Af

Vst＆Af　・Vst

　　　　ruの前

tabe＆sase＆rare，＆r鷲
［－1－　a］

　　　［＋a］

　　　　　　｛＋a］

ta’be＝das＆ase＆ru
［＋a］

もabe＆sa，se＝＝das＆U
［＋a］

　　　［＋　a］

？ake＆sase＆rare＆ru
l－a］

　　　トa］
　　　　　　［－a】

？ake，＝（las＆ase＆ru
［－a｝

？ake＆sase，＝（圭aS＆U

［－a］

　　　［－a］

　　　　taの前

£abe＆sase＆ra’re＆ta
［＋a］

　　　［÷a］

　　　　　　［＋a］

ta’bex＝das＆ase＆ta
［＋a］

tabe＆sa’sem　das＆i＆ta
［＋a］

　　　［÷a］

？ake＆sase＆yare＆ta
［－a｝

　　　［－a］

　　　　　　［－a］

？ake，　＝＝　das＆ase＆ta

［－a］

？ake＆sase’＝das＆i＆ta

Fa］
　　　［－a］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘラ特徴付与の観点から見ると＆については既に述べた（a）（b）が徳環的（cyclic）に適用されているこ

とがわかる。しかし一Ll　：があると，それより後ろにある形態素は考慮しなくてもよいことがわか

る。すなわち途中ee　＝がなければ循環的に（aXb）が適用されるが，＝があるとその段階で（c）（d＞が適用

され，それでストップするわけである。アクセント核の位置も（e）（f）が適胴されていることがわか

る。アクセント核牽引は＆を飛び越えることはできるが，漏を飛び越えることはできない。このこ

とはtaの付いた時のアクセントが基本であり，　ruが付いた時のアクセントは派生的なものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　さラ
ることを霊張する根拠にもなっている。

　　　2．3．6．2　　joor，　tor，　tok

　2．3．6．1で動詞語幹の形，すなわちruまたはtaの前に現れる形のアクセントについて論じたが，

これら以外にもruまたはtaの前に現れるものがある。次に継続棺，完了相のアクセントについて

観察してみよう。

　　　　　　　　　　　　　継続相現在　　継続相過去　　完了相現在　　完了相過虫

　　　　　　　有核語幹　　ta’bjooru　　ta，bjotta　　　ta，betoru　　ta，betotta

　　　　　　　無核語幹　　　2akjo’oru　　　　？akjo’otta　　　？aketo’ru　　　　？aketo’tta

　　　　　　　　表1　（継続櫓joer，発了相torが付いた時の実際のアクセント）

継続相を表す形態素joor，及び完了相を表す形態素torがAf（接辞）とVst（動詞語幹）のうち
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分節音とアクセント　（3）

のどちらに属するかを考えてみなければならない。分節音だけ見ていると，これらは当然Af

（接辞）に属するべきであることになるが，もしそうであれば，アクセントな次のようになってい

なければならない。

　　　　　　　　　　　継続相現在　　継続相過虫　　完了相現在　　完了相過去

　　　　　　有核語幹　　tabjo，eru　　tabjo，otta　　tabeto，ru　　tabeto，tta

　　　　　　無1核語幹　　　　？akjoori　　　　　？akjootta　　　　？aketoru　　　　　？aketotta

　　　　　　　表2　（継続相loor，完了相torがAf（接辞）であると考えた場

　　　　　　　　　　合に期待されるアクセント）

逆に，joor，　torがVst（動詞語幹）であるならば，アクセントは次のようになっていることが期

待される。

　　　　　　　　　　　継続相現在　　継続相過去　　完了相現在　　完了相過去

　　　　　　有幽核語幹　　　　ta’bjooru　　　　　ta’bjotta　　　　　ta’betoru　　　　　ta’betotta

　　　　　　無核語幹　　　　？akjo’oru　　　　？akjo’otta　　　　？ake’toru　　　　？ake’totta

　　　　　　　表3　（継続相joor，完了相torがVst（動詞語幹）であると

　　　　　　　　　　　考えた場合に期待されるアクセント）

表3が表1と違うのは？ake’toruと？ake’tottaだけである。従って継続相joorはVst（動詞語幹）

であると考えたほうが，アクセントの説明はうまくいくことになる。

　ところで，継続相joorがVst（動詞話幹）であると考えた場合に，？akjo’oruの分析が問題に

なる。というのは，？akjo’oruはなぜアクセント核牽引（2－45）によって？al〈joo’ru　icならない

のかという闘題があるからである。？akjo’oruがもし2aklo’繍or＆uのように分析できるのであれ

ば，この問題は解決できることになる。そのためには，joorをjo一〇rのように分析できれぱよい

わけである。同様に，torがt　・orのように分析でき，〈～ておく＞tokがt＝＝okのように分析で

きれば，非常に都含がよいことになる。この分析が正しければ，lo　・＝　orのorどt・・　orのorとは岡じ

形態素であると考えられるし，t・・orのtとt＝okのtも岡じ形態素であると考えられるからである。

　それではなぜ？ake’toru，？ake’tottaとならずに，？aketo’ru，？aketo’ttaとなるのであろうか。そ

れは，jari’dasuがilar｝1［das］ruではなく　　［［ijar］i］［das］l　ru　のようになっていると

考えられるのと岡様に，　？aketo’ruが［［［？ake］t」［or］］ru　のようになっていると考えられ

るからである。つまり，アクセント核は二つあるVstのうち最初のVstの直後（すなわち［［｝＿

1］］の位置にある。この位置が実は＝で示されているのである。）と考えられ，？ake＆t’＝or

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の＆ru　一・　？ake＆t　＝o’r＆ruのアクセント核移動はアクセント核牽引（2－45）によるものではなく，

アクセント核移動（2－7）によるものである。アクセント核牽引は途申に：を含んでいてはならな

い（？ake’＝＝　das＆ru→＊？ake＝・da’s＆ru）が，アクセント核移動は＝：を含んでいてもかまわない。
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学報第68号

　　　2．3．6。2継続相／or／　　　　’

　〈書いている（継続相）＞ka’kjooruをka’kjo＝：or＆uと分析するのは〈開けている（継続相）〉

？akjo’oruを？akjo’・・or＆uと分析したり〈落ちている（継続相）〉？o’t∫puruを？o’t∫u・・ur＆uと分析

したりするほど容易ではない。2ak］o’＝・or＆uの？akjoが？akeの交替形であること，及び？o’t∫u．

＝・ur＆Uの？o’tlu（〈？o’t∫ju）が？ot∫iの交替形であることには問題がないが，　ka’kjo　＝－

or＆uのka’klo融akの交替形といえるであろうか。これらの関係を表にしてみると次のようにな

る。

　　　　　　　〈開ける〉　　　　　　〈落ちる〉　　　　　　　　　　〈書く〉

　　　　　　？ake　　rg　　　？ot∫i　　ru　　　　　　　　　kak　　ru

　　　　　　　　？akjo　or　u　　　　　　　？ot∫u　ur　u（？ot∫ju　ur　u）7）　　　　　kakjo　or　u

〈開ける〉の語幹？ake～？akjoにおけるe～joの交替と，〈落ちる〉の語幹20t∫i～？otSu（？o一

頚～？ot∫ju）交替は，名詞や形容詞の音韻交替と岡じ惟質のものだと考えられる。すなわち，

？a1〈jo・・or＆u及び？ot∫u　・ur＆u（？ot∫ju　mur＆u）を1？akex　or＆ru／，／？ot∫i＝・or＆ru／から既に示した規則

によって派生することができる。しかしkak．iooruは／kak＝：or＆ru／からは派生することができな

い。〈書く〉の語幹1《ak～kaRjoにおいて見かけ上はφとjoが交替しているのは実はiとjoの

交替と考えることができる。すなわち，kakj（＞oruは／1〈ak＆i・or＆ru！から派生されたと考えること

ができる。子音語幹の動詞にVstが付く場合，子音譜幹の後にiが付け加わるという規期がある

ことは既に見たとおりであるが，今闘題にしている継続相の形態素がAf（接辞）でなくVst

（動詞語幹）であると考えれば，以上述べたことは説明がつくことになる。ところでこのようにし

て挿入されたiは進行岡化を引き起こさない。〈書いている（継続相）〉はka’klo。ruであって

ka’kjuuruではないし〈やっている（継続構）〉はjarjdortiであってjarju’uruではない。一方，

語幹末に1がある動詞（上一段動詞）はく起きている（継続相）＞o’kluuru，〈着ている（継続

相）＞1〈ju’uruのように進行岡化を引き起す。この違いを規則の爾で扱うためには，進行岡化の規

則が適用される条件を厳しくするかあるいは，進行同化が｛挿入より先に適用されるように規期の

順序づけをしておけばよい。今は後者の方法によって派生例を示してみよう。

／2ake＝or＆ru／　　／kak：：or＆ru／
　［一　a｝　　　　　　［÷a】

？ake’＝or＆ru

？akje’＝＝or＆ru

？akjo’＝＝or＆ru

？akjo’讐or＆U

kak＆i＝　or＆r娯

ka’k＆i＝or＆「u

ka’k＆ji＝・or＆ru

ka’k＆jo＝：or＆ru

ka’k＆jOw　or＆u

／jar　＝＝　or＆ru／

［－a｝

　　　　　　　　〈2－12）　進イニテ問イヒ

jar＆i．＝　or＆ru　（2－32）i挿入

jar＆i’＝or＆ru　（2－42）アクセント核付与

　　　　　　　　（2－43）アクセント核付与

jar＆ji’w・or＆ru　（2－1）　j挿入

jar＆jo’　・　or＆ru（2－7）逆行同化

jar＆jo・wor＆u　（2－23）子音消曇

？akjo，oru ka’kjooru jarjo’oru
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／？oki＝＝or＆ru／

1＋a】

？oki　rcur＆ru

Po’k呈　＝ur＆ru

？o’kjircur＆ru

？o’kjUx　ur＆ru

？O’kju＝ur＆U

／？otS圭　＝or＆ru／

［＋a］

？ot∫圭＝：ur＆ru

20’t∫圭欝ur＆ru

？o’t　Sji　＝・　ur＆ru

20，t∫ju＝：ur＆ru

20’t∫ju＝　ur＆U

20’t∫U－ur＆U

／ki＝・or＆ru／

［－al

ki篇ur＆r鷺

ki，＝＝　ur＆r雛

kji’＝xur＆ru

kju’＝＝ur＆ru

kju’　・・　ur＆u

（2－12）進行同化

（2－32）i挿入

（2－42）アクセント核付与

（2－43）アクセント核付与）

（2－1）　1挿入

（2－7）　　逆そ予同イヒ

（2－23）子音消去

　　　j消去

？O’kjuuru ？O，t∫uuru kju’uru

　継続檎のの過圭形の場合は〈開けていた（継続相）〉？akjo’otta，〈やっていた（継続格）＞

jarjdotta，〈着ていた（継続相）＞kju’uttaのように長母音÷ttaの形に対し，〈書いていた（継続

相）＞ka陶otta，〈起きていた（継続相）〉？o’kjutta，〈落ちていた（継続相）〉？o’t∫uttaのように

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ短母音＋ttaのバリアントもある。　o’otta（～u’utta）のアクセント核がない場合に，　otta

（～utta）になるといえる。この規則は（2－33）で既に示したものであるが，ここでは抽象的な基

底形を設定したので改めて規則の定式化をしておこう。規則の順序としてはアクセント核付与の後

であればどこでもよいが，進行岡化をアクセント核付与の前に置いた以上，この規期は逆行岡化よ

りも後に置くべきではないかと思われる。

　　　　（2－34）　’　　　　o　o　t　a　　→　　o　t　t　a

　　　　　　　　　　u　u　t　a　　　－’一＞　　　u　t　t　a

　　　2．3．6．3完了相／t＝or／

　〈食べている（完了相）＞ta’betoru，＜書いている（完了相）＞ka’itoru，〈捨てている（完了

相）＞liteto’ru，＜やっている（完了相）＞jatto’ruから完了相として／t嵩or／という要素を取り出

すことができる。岡山方言としてはこれ以上抽象的な形（例えば／te・・or）を基底形として選ぶこと

はできない。なぜなら／texor／は一般的な規則によってtSooとなってしまうので，上に述べた

形はそれぞれta’bet∫ooru，　ka’it∫ooru，∫itet∫o’oru（または∫itet∫oo’ru＞，jat∫o’oru（またはjatSoo’ru）

になってしまうからである。しかし今度は逆に／t＝or／にはi挿入が適用されt＆1・orとなり，

最終的にはt∫oorとなってしまう。どちらにしても結果的には正しくない形（しかも同じ形）が

派生されてしまうことになる。三挿入を阻止するためには1te　・　or／という基底形を設定しておき，

　　　　　　　の
1挿入，te縮約という順に規則を適用する方法しかなさそうである。完了相と継続相の違いは

teがあるかないかである。次に派生例を示してみよう。動詞語幹にteが付くと2・3．5で扱ったの

と岡じ変化が起こる。
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／tabe＆te＝　or＆ru／　　　／kak＆te＝：or＆ru／

［＋a］　　　　　　　　［＋a］

tabe＆t＝＝or＆ru

ta，be＆t””or＆rtt

ta’be＆taor＆u

kak＆t＝＝or＆r犠

ka’k＆t　＝or＆ru

ka’k＆t＝＝or＆u

ka’k＆i＆t＝＝　or＆u

ka’＆i＆t＝＝or＆u

（2－32）童挿入

　　　te縮約

（2・42）アクセント核付与

（243）アクセント核付与

（2・23）子音消去

（2－37）呈挿入

（2－38）　イ音f更イヒ

ta，betoru

／∫ite＆te　：or＆ru／

［－a］

∫ite＆t・・or＆ru

∫ite　＆　t，＝or　＆　ru

∫i匙e＆t＝：O，r＆ru

∫ite＆出0’r＆U

ka，itoru

／jar＆te＝＝or＆ru／
［－a］

jar＆t　＝or＆ru

jar＆t’　＝＝　or＆ru

jar＆t＝＝O’r＆ru

jar＆tmuO’r＆u

jat＆t＝＝0’r＆U

（2－32）1挿入

　　　te縮約

（2－42）アクセント核付与

（2－43）アクセント核付与

（2－5）　アクセント核移動

（2－23）子音消玄

（2－34）促音便化

　　　　∫itetO’rU　　　　　　　　　　　　　jattO’rU

　〈～ておく＞1te・：ok／の場合も岡じように考えられる。完了相1te　・・　or／については2．3．6．7で

再び論じる。

　　　2．3。6．4　自己主張型

　志向形lob，否定形na’iはどんな語幹に付いても自分自身のアクセント核が現れる。こういっ

た特徴をもっている形態素を自置主張型のアクセントをもった形態素と呼ぶことにした。これらは

形態素自体が［II＋自己霊張型］（E＋p］と略記する）という特徴（feature）をもっていると考える

ことができる。この特徴をもった形態素の前では，アクセント核は（2－26）によって消去される。

その形態素自体が核をもっていなくても［÷自己憲張型コの形態素（〈ます＞！mas1）もある。〈食

べる〉を例にして派生例を示すと次のようになる。

／tabe＆jo’o／

［＋a］［＋P］

ta’be＆jo’o

tabe＆jo，o

tab＆jo，0

／tabe＆na’＆圭／

£十a］　［十P］

ta，be＆na，＆i

tabe＆na’＆i

／tabe＆mas＆ru／
［十a】　［十P】

ta，be＆mas＆ru

tabe＆mas＆ru

tabe＆mas＆u

（2－43）アクセント核付与

（2－26）アクセント核消去

（2－5）　　母音2肖去

（2－23）子音消去

tabjo’O tabena，i tabe血aSu
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2．3．6．5　アクセント核牽引

　終止形（及び連体形）のru，否定形N，仮定形rja’aはアクセント核棄引によるものと考えら

れる。アクセント核牽引の規則は次のようになる。この規則は＝を飛び越えて適用されてはならな

い。〈開けている（継続相）〉？akjo’oru，〈やっている（継続棺）〉∫arjobruが？akjoo’ru，jarjoo’ru

とならないのはそのためである。アクセント核牽引を引き起す形態素は［＋アクセント核牽引］

（［＋Aコと略記する）という特徴をもっていると考えることができる。

（2－46）MM→MM’／　　　［　　　］　（アクセント核牽引）
　　　　　　　　　　　　　　　　［＋A］

　　　　　　　　ただし、’Mは・：を含まない。

／ta圭）e＆ru／

［十a］［十A｝

ta，be＆ru

tabe，＆ru

／kak＆ru／　　　／∫ite＆ru／　　　／jar＆ru／

［十a］［十A］　　［一　a］［十A］　　［一　a］［÷A］

ka’k＆ru

ka’k＆u jar＆u

（2－43）アクセント核付与

（2－46）アクセント核牽引

（2－23）子音消宏

tabe’ru

／tabe＆N／
〔÷a］［十A］

ta’be＆N

tabe’＆N

ka’ku

／kak＆N／
［＋al［＋A］

kak＆a＆N

ka’k＆a＆l

kak＆a’＆N

∫iteru　　　laru

／∫ite＆N／　　　　／jar＆N／

〔－a］［十A］　　［－a］［十A］

　　　　　　　lar＆a＆N （2－31）a挿入

（2－43）アクセント核付与

（2－46）アクセント核牽引

tabe’N kaka’N ∫iteN jaraN

　　　2．3．6．6アクセント核消去

　仮定形はアクセント核牽引を引き起こす形態素であると共に，アクセント核消去が適嗣される形

態素でもある。というのは，rja’aのアクセント核はアクセント核がある語幹に付いた場合は消去

されるからである。［＋自認主張型3（【＋p］）という特徴をもっていない形態素のうちアクセント

核を有するものはすべてε一自巴主張型コ（［－p］）という特徴をもっていると考えることができ

る。アクセント核をもった形態素の後にこの特微をもっている形態素が付くと，後ろのほうのアク

セント核が消去される。

（2－47）　’→φ／’X＆Y＿＿Z

　　　　　　　　　　　　［－pl

（アクセント核消虫）
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／tabe＆rja’a／

1十a｝1十A，－P｝

ta’be＆rja’a

tabe，＆rja，a

tabe’＆rjaa

／kak＆rja’a／　　　／∫誌e＆rja’a／

£十a］　［十A，－P］　　　［－a1［十A，－P］

ka，k＆rja7a

ka’k＆rlaa

ka’k＆jaa

／jar＆rja’a／

［－a］　［十A，－P］

jar＆rja，a

（2－43）アクセント核付与

（2－46）ア飛ント核牽引

（2－47）ア飛ント核消去

（2－23）子音消去

　　tabe’rjaa　　　　　　ka’kjaa　　　　　　　∫iterja’a　　　　　jarja’a

禁止naの場合にも同じようになっている。

／tabe＆ru＆’na／／kak＆ru＆’na／／∫ite＆ru＆’na／／jar＆ru＆’na／
［十a］［十A］卜p］［十a］［－1－A］［－p】　［－a］［÷A］［－pl

ta，be＆ru＆，登a　ka’1く＆ru＆，na

宅abe，＆ru＆，na

tabe’＆ru＆na　　ka’k＆ru＆簸a

　　　　　　　　ka’k＆u＆益a

［－a｝［÷A］　［－P］

jar＆u＆’na

（2－43）核付与

（2騨46）　核牽尋i

（2－47）核消去

（2－23）　子音を胃去

tabe，runa　　　　　　　ka，1〈una　　　　　　　　∫iteru，na

母音語幹動詞には’naが直接付く型もある。

／tabe＆，na／　　　　／∫ite＆，na／

［－Fa］　［－P］　　　　　　［－a］［－P］

ta，be＆，na　　　　　　　　　（242）核付与

ta，be＆na　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－47）　核？肖虫

リ　　　　　リ

jaru’na

ta’bena ∫i£e’na

　　　2．3．6．7命令形のアクセント

A型のものは母音語幹に付く！’ro／がε＋自配主張型コであるという指定をしておくだけでうま

く派生できる。子音語幹には／e／が付く。〈食べる〉〈書く×捨てる〉〈やる〉を例にあげる。

／tabe＆’rO／　／kak＆e／　／∫ite＆’rO／／jar＆e／

［－Fa］　［十P］　　［－Fa］　　　　　［－a］［十P］　［一　a］

ta’be＆’ro　　ka’k＆e

tabe＆，ro

（2－43）アクセント核付与

（2－26）アクセント核消去

tabe’ro ka’ke ∫ite’ro jare

　B型のものはすこし厄介である。〈食べる〉〈書く〉〈捨てる〉〈やる〉の命令形について検討

してみよう。ta’beeをta’be＆eと分析すると，　ka’keeはka’k＆eeとなる。もしeeをeから導くの

であれば，　ta’be＆φ，　ka’k＆eと分析できる。しかし∫ite’e，　jare’eの説明に鼠ることになる。すな

わち，ta’be＆φ→ta’bee，　ka’1｛＆e→・Ra’1くee，∫ite’＆φ→∫ite’e，　jar＆e　一　jare’ということになるので，

毛a’be＆φ→ta’bee，　ka’k＆e→1《a’keeは単に長母音化すれぱよいけれども，∫三te’＆φ→∫ite’e，
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jar＆e→lare’eは長母音化以外にアクセント核の位置の修正が必要になるからである。

ta’ be＆e→ta’bee，ka’k＆e→1｛a’kee，　lite’＆e→∫三te’e，　lar’＆e→jare’eと考えてもアクセント核の位置の

修正が必要である。したがって，ta’be＆e’e－一一〉　ta’bee，　ka’k＆e’e　一　ka’kee，∫ite＆e’e→∫ite’e，

jar＆e’e→jare’eと考えるのが最も簡栄なようである。必要な規則はアクセント核滴去（2－26）と

　　　　　　　　　　　ロラ
母音消去（2－5）である。

／tabe＆e’e／　／kak＆e’e／

［＋a】［－P］　　［牽al［－P］

ta，be＆e，e　　　ka｝i《＆e，e

ta’be＆ee　　　　ka’玉｛＆ee

ta’b＆ee

／∫ite＆e’e／　／jar＆e’e／

［－a］［－P］　　　　［－a］［－P］

∫量te＆e’e　　　　　jar＆e，e

lit＆e’e

（242）アクセント核付与

（2－47）アクセント核消虫

（2－5）　　母音学肖去

ta’bee ka’kee ∫ite’e jare’e

　　　2．3．6．8継続相，完了相の否定形アクセント

　継続相，完了相の否定形はときにはアクセント核が二禰所現れることがある。〈食べる〉と〈開

ける〉の例を見てみよう。

　　　　　　　　継続相現雀　　　継続相過去　　　　　完了相現在　　　完了根過去

　　　有核言吾・鈴　　　　ta’bjo◎ra’N　　　　　ta’bjQora’nanda　　　　ta’betora’i　　　　　ta’betora’nanda

　　　無核言餐｝幹　　　　？akjo，ora，N　　　　？akjo’ora’nanda　　　　2aketora’N　　　　　？aketora’nanda

二つめのアクセント核は最初のアクセント核ほど顕著ではないが，確かにあるといわなければなら

ない。一般にアクセント核が高々一個所現れる範囲をアクセント鶏と呼ぶことにすると，継続栴，

完了根の否定形は2アクセント勾から構成されていると考えなければならないことになる。それで

はアクセント句の境界（以下％を用いる）はいったいどこにあるのであろうか。常識的に考えて否

定を表す要素の前にあると思われる。すなわち，〈食べていない（継続相）〉は1tabe＝or％鴎〈食

べていなかった（継続相）〉は／tabem　er％nan＆ta／のようになっているものと思われる。ところ

で第二番纈のアクセント核はどこから現れたのであろうか。否定形N自体は既に2．3，6．5で見たよ

うにアクセント核を持っていないので，このアクセント核は語幹にあったものがアクセント核牽引

（2－46）によって否定の要素を爾ぐ前に移動されてきたものであるとしか考えられない。アクセン

ト核牽引（2－46）は＝を飛び越えては適用されないので，結局このアクセント核は10r／がも

ともと持っていたものであると考えなければならないことになる。したがって〈食べていない（継

続相）〉は1tabe＝o’r％N1にa挿入（2－31）が適用されてtabe＝　o’r＆a％Nになり，アクセント核

付与（2－43）によってta’be　＝o’r＆a％Nになり，アクセント核牽引（2－46）によってta’be・・－

or＆a％’Nとなったものである。それではなぜ〈食べている（継続相）〉／tabe　・o’r＆ru／がta’blobru

にならないのかといえば，途中に％がないのでアクセント核は一個所しか実現しないからである。

　〈食べていない（完了相）〉の場合は／tabe＆te＝dr％N／から派生したものと考えられるが，そ
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うするとく開けていない（完了相）〉は／2ake＆te　・・　o’r％N／から派生したものであることになるの

で，〈開けている（完了相）＞ea　！？ake＆te・・o’r＆ru1から派生すべきことになる。それでは，2．3．6．

3で示したアクセント核付与（2－42）によるアクセント核はどうなるのであろうか。

／？ake＆te　・・　o’r＆ru1にアクセント核付与（2～42）が適爾されると？ake＆t’　・o’r＆ruになり，これ

にさらにアクセント核移動（2－5）が適用されると二つのアクセント核が合体して

？ake＆t・・o’r＆ruになるように見えるけれども，岡じことを〈開けていない（完了相）＞

1？a1〈e＆te＝o’r％N！に適用すると，　？ake＆t’＝o’r＆a％N－一（アクセント核牽引）→？ake＆t’＝。

or＆a％N－（アクセント核移動）→？ake＆t・・o’r＆a％Nとなる。ncつのアクセント核のうちで第

二番圏のほうが残らなければならない理由はないので，結周？ake＆t濡dr＆a％Nという正しくな

い形が派生されてしまうことになる。アクセント核移動（2－5）をアクセント核牽引（2－46）よ

り先に適用すると？ake＆t’mO’r＆a％N－一（アクセント核）→？al《e＆t　・o’r＆a％Nとなって二つの

アクセント核は合体してしまい正しい形が得られることは得られるが，別の考えかたもできる。そ

れは／or／には初めからアクセント核があり（すなわち（！o∀）完了相の場合はアクセント核付

与（2－42）が適用されないと考えるのである。継続相10’r1が付いた場合は依然としてアクセン

ト付与（2－42）は適用される（そうしなければ？akjo’oruが派生できない）。／te　・・　o’r／は結局は

1to’r1でアクセントの面では何も閥題はなく，しかもこれが最も簡単であるとさえ思われる。　te

縮約が1挿入（2－32）の後で適用されているという不自然さもなくなる。無核語幹に継続相及び

完了相の否定形の要素が付いた場舎，アクセント核が～つしか現れないという事情を考えると，こ

う考えるのがおそらくもっとも自然だと思われる。次に派生例をあげよう。

／tabe＝o’r＆ru／　　／tabexxo’r％N／　　　　　／tabe＆to’r％N／

［十a｝卜p］　［十A】　　［十a］卜pl［十A］　　　　［十a］　［－p］［÷A］

　　　　　　　　　　tabe＝o，r＆a％N　　　毛a圭）e＆to，r＆a％N

ta’bemuo’r＆ru

ta’be　xor＆ru

ta’bje＝＝or＆ru

ta，bjo　＝　or＆ru

ta’be＝or＆u

ta，be＝o，r＆a％N　　　ta，be＆毛o，r＆a％N

ta，be＝mor＆a％，N　　　ta，be＆tor＆ao／o’N

ta，bje＝＝or＆a％’N

ta’bjo＝or＆a’％’N

（2・31）a挿入

（2－42）核付与

（243）核付与

（246）核牽引

（2－26）核消去

（2－1）　3挿入

（2・6）逆行同化

（2－28）子音消玄

ta’blooru ta’bjoora’N ta’betora，N
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／？ake　＝＝o’r＆ru／

［－a］［－P］［十A］

？ake，＝＝o，r＆r疑

？　ake，　＝＝　or＆ru

2akje’＝＝or＆ru

？akjo’＝or＆ru

？akjo’＝＝or＆U

分節音とアクセント　（3）

／？ake”　o’r％N／　　　　／？ake＆to’r％N／

［一　a】［－P］　［十A］

？akex　o，r＆a％N

？ake，＝xo，r＆a％N

［－a］　［－P］　［÷A］

？ake＆to，r＆a％N

？ake’＝＝or＆a％，N　　　？ake＆tor＆a％，N

？akje’＝＝　or＆a％’N

？akjo’　・・　or＆a％’N

（2－31）a挿入

（2－42）核付与

（2・43）核付与

（2－46）　核牽弓1

（2－26）核消去

（2－1）　j挿入

（2－6）　逆行同化

（2－28）・子音消去

？akjo’oru　　　　　　　？akjo’ora’N　　　　　　　　？aketora’N

／tok／の場合も同じように／to’k／から派生されると考えられる。

　　　2．3．6．9　まとめ

以上述べてきたことをまとめてみよう。

　の　動詞の語幹のアクセントはtaが付いた時のアクセントを基本と考え，　ruが付いた時の

　　　アクセントは派生的なものとすると簡潔に説明できる。

　ii　）　動詞語幹にVstが付くかAfが付くかによって，動詞語幹全体のアクセント核が違う。

　1の　動詞語幹には他にも様々なものが付く。その時のアクセントをタイプ男ijに表にすると次の

　　　ようになる。

鴇己主張型（［＋P］〉 非宙己主張型 （卜P｝）

アクセント核牽引を アクセント核牽引を

引き起こさない形態 引き起こす形態素

素（［－A］） （［÷A］）

アクセント核がある lo’o　（志向性） e’e　　（命令形） rla’a　（仮定形）

形態素（［＋aD na’　（否定形） o’r　　（継続梱

’ro　　（命令形）

アクセント核がない mas　（丁　寧） ta　　（過玄形） 瓢　　（終止形）

形態素（［－a］） te i　　　（終止形）

N　　（否定形）
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註

1）厳密にいうとVstかAfかは蝋独で朋いられるか否かではない。分節音の面では子音語幹動詞にi挿入を必要とする彩態素

　h｛　Vstであるということになる。＜ます＞1mas1はアクセントの薗ではε÷自巴密張型コであるが，分節音の面ではi挿

　入を必要とするのでVstである。伝統的な用語で露い換えるなら；連用形に付くのがVstであり，連用形以外の活用形

　に付くのがAfであることになる。

2）この規購こよって，＜食べる＞tabe，＜書く＞kak，〈落とす〉．？otosはta’be，　ka’k，？oto’sとなる。

3）規財の順序については部分的にしか述べていないがもちろん全体の順序を疋しく記述しておく必要がある。名詞と形用詞

　のアクセントは分節音の影響を受けないので，アクセントに関する規則が分節音に関する規卿こ先行すると考えられる。

　　しかし，動詞のアクセントは，規期の轡き方leもよるけれども，アクセントに関する規則に先行する公節音の規刷がある

　　と考えたほうが，織観にあうと思われる。アクセントに闘する規財の巾には循環的に適用されるものもあるので，規則の

　順序付けは当然循環轍の問題とも関連してくる。分節音に関する規瑚は婚環的である必要があるのかないのかという点に

　ついても誇味しないと全体の順序付けはできない。詳細1は「分節音とアクセント㈲J以降を参照。

4）循環的（cyclic）というのは，内偲の形態素から顎番に適用されることをいう。たとえばく食べさせられる〉は

　　［【［［tabe］sase］rare］ru］　のようになっているので，最初lc　tabe，次に宅abesase，次にtabesaserare，最後lc　tabesase・

　rareruに規則が適用される。

5）ruが付いた時のアクセントが董本であると考えると次のような規購が必要になる。

↓①

A

tabe’＆ru

？oto，S＆ru

③　一
〇P　B　　　ta，be＆ta

C　　　＊？o’tos＆ta 20to，S＆ta

9②

D

＊tabe＝＝da，s＆ru

＊tabe’　＝das＆ru

ta’be＝das＆ru

「
E　　＊’tabe＝das＆ta ta’be＝＝das＆ta

まずAを派生するための規財①として

　　　①・一…　一撰駄、倒

　　　Vst・・Vstの場合はさらに②が必要であるから

　　　　②　M’一一一’M／＿・・

　　　taが付いた時のアクセントを説明するためにAからBだけに適用されCやEには適罵

　　　されないような規則③として

　　　③　M’一・’M／＿＆ta
taが付いた時のアクセントを基本と考えると次のような規鋼が必要になる。
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分節音とアクセント　（3）

9（2－43｝

dW

（2－45）

　　　　　　　　まずAおよびBを派生するための規則（2－43）

　　　　　　　　　（2－43）　　φ　嚇　’　　／　V　　　　（C）（V｝】（［X］　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＋a］Vst　Vst

　　　　　　　　ruが付いた時のアクセントを説明するためにAからCだけに適用される規購｛2－45）

　　　　　　　　　（2－45）M’M　－→　MM’／　　　＆ru

　以．ヒから，taが付いた時のアクセント核を基本と考えたほうが簡単であることがわかる。

6）2ake＆t’＝or＆ruのxが仮に＆だとしてもアクセン｝・核牽引（2－　45）の構造記述に合わないから，賜題にするには及ばな

　いように思われるかもしれないけれども，アクセント核牽引は実際には1モーラ右に移動するとは限らない。たとえば，

　騰山方言1，9のスタイルにおけるく食べよう＞tabj（∫（）t＜捨てよう＞SitjOOのアクセントを説明するためには，次のよ

　　うなアクセント核牽引が必要になる。

　　　　　　　　　　　σ　嚇　’　／．．［＋a】．．＆jo＿0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志向形

7）既に述べたように，形態素内部には分節音の規則が趨罵されているものとするので，〈落ちる〉の基底形は，

　f20ti＆ru／ではなくて！？ot∫i＆ru1である。したがって，？dtlu　mur＆ruから2（∫t∫ur＝ur＆ruのプロセスには1消去が必要

　　となる。

8）Talbot（1979；38）に次のような主旨のことが書かれている。彼の需っていることを表にしてみると次のようになる。

　　（yは筆者の1，　は長母音を表している。）

閥yoru yoru

10／84 74／84 女性はyoruだけを用いる傾

（12％） （88％〉 向がある。

全員が30才以上

門yota yotta

38／84 13／84 合計が84にならないのは、

（45％） （16％） この形を使用しない入がい

33／38 10／13） るためである。

86％が30才以上 80％が30才以下

　　この観察は雰常に興味深いものであるが，アクセントとの醐連倣について述べられていないのが残念である。また，肩

　　じべ一ジに40才以下の入の発音として載っている表のうちで，Negativeのoran及びorankattaのoが短いのは筆者の纏観に

　は合わないし，そういう形を聞いたことはない。aran及びnrankattaのuが全部畏いことを考えると，　Talbot氏が閥き聞

　違えたのではないかと思われる。

　　楳垣（1961：13）に各地方の〈降る〉という動詞の動作態（継続桐）及び結果態（完了櫓）が載っているが，臨圭蜷の

　欄には，フリヨル，フットルという形が載っている。

9）瞬山藤準語と暇山方鴛を並べてみると次のような関係がある。
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　　　悶山標雛語

la．　ta’bete　2　iru

　b．　ta，bete　2三ru

C．　ta，bete　？ol｛U

d・ta’bete　？ageyu

e．　ta’bete　2　aru

f・ta’bete　l　imau

9．　ta’bete　iaru

　h．　ta7bete　kureru

　i．taPbete　morau

2a．　sutete？｛ru

　b，　sutete　2　iru

　C．　sutete　？ol〈U

d．su£ete　2　ageru

　e．　sutete　2　a，ru

f．sutete　l　ima’U

　9．　sutete　jaru

　ヒ　　sutete　kurer口

　1、　Stttete　marau

　隅山方書

ta’bjooru

ta’betoru

ta’betoku

ta’betageru

ta’bete　2　aru

ta’be∬imau

ta’betSaru

ta野bete　kureru

ta’bete　morau

litl．・oru

∫lteto’ru

∫iteto，ku

Sitetageru

∫ltete　2　a’ru

Site∬ima’u

∫itet∫aru

∫itete　kureru

∫itete　marau

＊　ta，betaru

＊　ta’bekkureru

＊ta，bem磁orau

＊　ta，beN斑orau

＊∫iteta’ru

＊Sitekkureru

＊∫｛temmorau

＊∫iteNmQrau

＜食べている（継続根＞＞

〈食べている（完了権）〉

〈食べておく〉

〈食べてあげる〉

〈食べてある〉

〈食べてしまう〉

〈食べてやる〉

〈食べてくれる〉

〈食べてもらう〉

〈捨てている（継続相）〉

〈捨てている〈完了相）〉

〈捨てておく〉

〈捨ててあげる〉

〈捨ててある〉

〈捨ててしまう〉

〈捨ててやる〉

〈捨ててくれる〉

〈捨ててもらう〉

　これらのうちでaとbは澗山標準語と岡由方霞とで形態素が異なる。たとえばlaは澗山標準諾は1taixe＆te　ir＆ruノ岡由方

　需は／tabe＆t”＝or＆ru1あるいは！tal）e＆te　＝or＆ru！あるいは1tabe＆tor＆ru／である。　cについては，2cからわかるよ

　　うに職」藤準語と濁由方聾書ではアクセントが異なっているので，爾者を単純に結びつけるのは濾意を要する。やはり澗由

　標準語と1遜技｛方需とでは基底形が違っていると考えられる。1cの場含縄L！」標準語は！tabe＆te　20k＆ru1，i潤山方霊鴛は

　1tabe＆t＝ok＆ru1あるいは1tabe＆te；ok＆ru／あるいは1tabe＆tok＆ru1である。残りのものでdは縮約が起こるのにeは起こ

　　らない理由はよくわからない。結果的にはdのほうがeより結びつきの程度が大きいということになるのであろうが，こ

　れはもちろん説明になっていない。fとgが縮約を趨こすのに対しhが起こさない理由もよくわからない。やはり結果的

　に‘やgのほうがhよりは結びつきの程痩が大きいということicなるのであろうがこれももちろん説明になっていない。

　　iについては，mmという音連鎖が許容されないものというほかはないのであろうが，　Nrr｝でも許容されないのはなぜかに

　ついてはわからない。

10）覇由方欝1，llのスタイルではta’be，　ka’ke∫ite’e，　jare’eであるので，少し事情が違っている。これらの形幽体は，岡山

　方霞皿の形にさらに母膏短縮の規期を適贋すれば得られるが，渥史的には岡山1，liのほうが露いわけであるから，これ

　は直観に舎わないことになる。歴史的にはおそらくta’be，　ka’ke，舞e’，　jare’というさらに吉い形があったものと思われる。

より古しΣ野多

　ta’be

　ka’ke

∫lte’

lare’

閣山方雷夏、II

　　ta’be

　　ka’ke

　　∫量｛：e’e

　　jare’e

濁山方喬田

　ta’bee

　ka’kee

　∫lte’e

　まare’e
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